
 

 

 

 

  

10月 16日 朝礼 校長の話 

北っ子のみなさん、おはようございます。 

今日は、「やってみよう」を極めた人のお話をします。 

みなさんは、この人を知っていますか。写真だけではわからないですよね。この人は、エジ 

ソンと言います。聞いたことはありますか。どんな人かというと、1300以上の発明をして、 

発明王と言われている人です。1300も「やってみよう」と思って発明したのですから、それ 

だけでもすごいことですね。その中でも特にエジソンの三大発明と言われているモノが、蓄 

音機、今の音楽プレーヤー、動画撮影機、今のビデオカメラ、そして今も使われている電球 

です。 

では、ここで問題です。エジソンは、電球を長い時間点灯させるために、何回、実験をした 

でしょうか？ 

① １回 ②10回 ③100回 ④1000回 ⑤１万回 

① だと思う人？ ②だと思う人？ ・・・ 

正解は、１万回です。電球を発明するだけで、実験を１万回も「やってみよう」と思うなん 

てすごいですよね。当時の人もそう思ったみたいです。インタビューで「１万回、失敗しても 

実験を続けたことは…」と聞かれたとき、エジソンはこう答えたそうです。 

「I have not failed. 私は失敗していない」 

１万回も実験をしてやっと成功したのに、失敗していないってどういうことなんでしょう。 

エジソンは続けます。 

「この方法では、電球は光らないという 発見を今までに 1万回してきたのだ」 

つまり、「失敗ではなくて、その方法ではうまくいかないことがわかったんだから成功な 

んだよ」と言っているのです。 

また、次のようなことも言っています。 

「私たちの最大の弱点はあきらめることにある。成功するのに 

最も確実な方法は、常にもう一回だけやってみることだ」 

だから、エジソンは電灯がつかなくても、そこであきらめずに 

「もう１回やってみよう！」と実験を続けたんですね。 

エジソンが、実験を１万回も続けることができた秘密はこの気 

持ちをもっていたからなんですね。もう無理だと思ったところから、さらにもう１回がんば 

ることが大切だということです。 

 みなさんも、「やってみよう」と思ってやってみたけど、うまくいかなかったことはたくさ 

んあると思います。そんなときに、「やりかたをかえてやってみよう」「もう一回やってみよ 

う」と続けられるといいですね。 

みなさんのいろいろな「やってみよう」を楽しみにしています。 
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 後期の縦割り清掃が始まりました。新 

しくなった清掃場所で学校をきれいに 

しようと黙々と清掃をしています。 

 

    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 19 日（木）～20 日（金）に修学旅行がありました。日本の政治・経済の中

心である東京で、国会議事堂等の見学をし学習をしました。また、体験活動として、江戸切子・葵染め・雷おこ

し作りに挑戦しました。３３３ｍの東京タワーの迫力も感じました。 

            3年生が10月3日、2年生が10月19日に校外学習に出かけました。3年

生は磐田市や自分たちの暮らしに関係する学習として、福田漁港・消防署・ベイシ

アの見学をしました。2 年生は、公共交通を利用する勉強を兼ね、天竜浜名湖鉄

道と遠鉄電車に乗り、浜松科学館へ出かけました。3年生は磐田市には漁港があ

ることや、身の回りの生活に欠かせない施設があることを学習してきました。2

年生は切符の購入方法や公共施設の利用の仕方について学習しました。 

 

 

 

 

 

 福田漁港（3年生）    ベイシア（3年生）    切符購入（2年生）   プラネタリウム（2年生） 

                                     

10月2日から読書週間が始 

まりました。秋の読書週間では 

『本の福袋』『先生方のおすすめ 

の本』の紹介を行いました。 

子供たちも読書をしたいと 

いう気持ちが高まった読書週 

間でした。 

 

   

 

  

 

かんがえる花 

令和５年度 １０月の３つの花 

なかよしの花  

 
きたえる花 

雷おこし体験 葵染め体験 



 

 

〇 登下校中の荷物の重さについて 

年度当初から全学年、国語と算数の教科書、ノート、ドリルは毎日もち帰る約束となっていま

したが、徹底されていないことがありました。今後は全学年統一していきます。国語と算数の

教科書、ノート、ドリル以外の教科書や資料等は教室に置いていきます。 

  

  〇 予定の確認について 

    タブレットを毎日持ち帰っている学年は、タブレットで今後も配信をします。保護者の方にも 

タブレットで配信された予定が確認できるよう、お子さんのパスワードを保護者の方と共有し 

ていただきたいと思います。（後日、パスワードが書かれた文書を配付します。） 

    ※予定帳を利用して、予定の確認を希望する御家庭は担任に御相談ください。 

 

  〇 寒い時期の服装について 

    登下校中は校服の上にジャンバー等を着ても大丈夫です。校内生活では、動きやすい服（ジ 

ャージやトレーナー等）で生活します。 

 

  〇 校内生活の服装について 

    男女とも、校内での生活ではハーフパンツで過ごすことも可能とします。 

 

  〇 運動会の開催方法について 

    現在、今年度の開催方法を振り返り、終日開催のメリットとデメリットを洗い出しています。

デメリットの部分を改善し、どのように開催するか検討してきます。 

 

  〇 交通ワッペンについて 

    通学リーダーの交通ワッペンは一年中ランドセルにつけるようにします。 

 

中間学校評価を受けて検討しました 


